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社団法人 東京電機大学校友会

第１２１回 評議員会
第６６回 総 会

日 時 平成２３年５月２１日（土） １３時００分～１４時５０分

場 所 東京電機大学 東京神田キャンパス ７号館１階 丹羽ホール

議 案
評議員会
総 会共通 第１号議案 平成２２年度事業報告案承認の件

第２号議案 平成２２年度決算案承認の件並びに監査報告

第３号議案 平成２３年度事業計画案承認の件

第４号議案 平成２３年度予算案承認の件

第５号議案 名誉会員推薦の件

第６号議案 法人移行に係る中間報告

第７号議案 平成２３・２４年度評議員選出の件

評議員会 第８号議案 理事・監事選出の件

――― ※ ―――

講演会

時 間 １５時００分～１６時３０分

場 所 東京電機大学 東京神田キャンパス ７号館１階 丹羽ホール

講 師 IEC電子書籍標準化分化会マネージャー

東京電機大学出版局局長 植村八潮 殿

演 題 「本の未来―電子書籍とメディアの変遷―」

懇親会（立食パーティー）

時 間 １６時４５分～１８時１５分

場 所 東京電機大学 東京神田キャンパス １１号館１７階 カシオホール

会 費 無料



（評議員会・総会共通 第１号議案）

平成２２年度事業報告（案）

前年に創立１００周年を迎えた社団法人東京電機大

学校友会（以下，「校友会」という）は，学園に続

いて新たな出発点に立った。

この時期に当たり，校友会は学園に対する最大の

支援組織として，東京千住キャンパスの建設に着手

した学園への協力を強化した。また，懸案事項とし

て，国の公益法人制度改革に伴う新法人への移行を

目指し，具体的な作業を進めた。

さて，本年３月１１日に発生した東日本大震災によ

る被災者の方々には，心からお見舞いを申し上げる

とともに，１日も早い復興を願うところである。

被災の中心となった仙台市若林区・宮城野区，釜

石市，気仙沼市等には，住所が分かっていた卒業生

は，約７００名おり，現在，県支部長からの情報提供を

受けながら校友会として，安否確認を継続中である。

１．校友会員に対するサービスの充実

これまでの各種サービスを検証し，会員にとって

魅力あるサービスの展開を目指した。

また，校友会員に対するサービスの基礎となる通

常会員の会員拡張に努めており，３月末日の通常会

費収入は９４４万円であり，会員数は３１，０９０名であっ

た。（昨年度末は２９，５５３名）

（１）会誌・工学情報の定期発行

会員を対象に定期的に年４回発行している。この

うち，冬号をサービス号と位置付け，会員でない住

所判明者約５０，０００名に発送して校友会への加入を呼

び掛けている。

（２）卒業生バックアップセンターへの卒業生登録

の推進

ホームカミングの案内を郵送と併せて電子メール

で行い，その際，バックアップセンターへの登録案

内も行った。その結果，３月３１日現在の登録卒業生

数は４，４７６名（昨年度末３，４８２名）と例年を大きく上

回り，この方法の有効性が確認された。協力登録企

業数も１，４０６社（同１，３１８社）となった。

（３）会員への斡旋事業

例年同様，会員に対して，学園図書館の利用斡旋，

学術図書雑誌の購入斡旋，法律・特許相談の斡旋，

校友会員限定の特別割引物品等の斡旋事業を行っ

た。実績として，校友会員限定の特別割引物品の斡

旋が６件あった。

（４）ホームページからの加入促進の積極的広報の

実施

インターネットを介したクレジット決済による会

費納入者は，３月末日現在，新規４８名，継続１２１名

の合計１６９名であり，昨年の新規６０名，継続７０名の

合計１３０名を上回った。効果があったと認められる。

２．校友会活動の活性化

校友会員向けの活動として次の事業を行った。

（１）支部活動の活性化

県支部，地方支部の活発な活動が校友会の活性化

に繋がるという考えから，これらの総会に校友会の

役員ができる限り出席し，校友会活動および学園の

近況報告を行うとともに地方会員との交流を図っ

た。

平成２２年度における全国の地方および県支部総会

は２８箇所（別表―１）において開催された。

（２）職域電機会の活性化と新規設立の勧誘

平成２２年度における電機会総会は２１箇所（別表―２）

で開催された。これに校友会の役員が出席し，校友

会活動および学園の近況報告を行っている。

なお，職域電機会の新規設立として山武電機会が

あった。

（３）同窓会活動への支援

例年同様，大学同窓会，中学・高等学校同窓会，

電機学校同窓会の活動に対して，総会への協力はも

とより，日頃から，積極的に支援と協力を行った。

（４）留学生OBとの連携

国際センターならびに学生支援センター（学生厚

生担当）の協力のもと，準会員である在学中の留学

生と日本人学生の交流会に卒業留学生の参加を呼び

掛けたが，残念ながら卒業生の参加はなかった。

（５）県支部連絡協議会の活性化

組織管理委員会の検討を経て，県支部の活動状況

等について横断的に意見交換できる会議体として昨

年度から具体化したが，平成２２年度は５箇所（別表―

３・南関東３県を含む）で開催した。各支部長（代

理を含む）が参加して活発な意見交換が実現した。

（６）東京電機大学技術士会（仮称）設立への準備

学園卒業生で技術士資格を有する者は，約３００名

となっている。技術士資格者の組織化は，校友会活

性化ならびに学園との連携の上でも有効であること

から平成２１年度に設立準備委員会を発足した。

今年度は，組織管理委員長のもとで学園との運営

に係る基本事項も了承されたことから次年度設立に

向けて具体的作業を進める。

３．準会員への支援

準会員への支援事業は次のとおりであった。

①クラブ活動補助

学生・生徒の課外活動を支援した。

②全学行事補助

大学に対しては，合同体育祭，各キャンパス学園

祭，リーダースキャンプ等，中学・高等学校に対し

ては，体育祭，文化祭，文化講演会等に補助を行っ
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た。

③卒業式・入学式記念品補助

卒業記念品として，大学には卒業証書挟および修

了証紙筒を，中学・高等学校には学業優秀賞および

皆勤賞の副賞を贈呈した。また，入学式記念品とし

て，学園の全新入学生・生徒に校歌CDを贈呈した。

④卒論発表会・就職セミナー等支援

⑤準会員向け工学情報（KJ）発行

就職を希望する学生が持参して，１月に開催され

た就職セミナー（大学と大学同窓会との共催）に臨

めるように，就職特集号の「工学情報（KJ）」を１２

月に発行した。

⑥東京電機大学校友会・新電気奨学金貸付

２名の希望者に奨学金を貸与した。

⑦イベント協賛

上海で開催された IDCロボットコンテストと

NHK全国放送コンクールへの中学・高等学校放送

部出場に対して支援した。

４．公益法人としての活動と今後の課題

本校友会は，学園の発展に協力すると同時に会員

相互の親睦と研修を図る一方で，教育，学術，文化

の発展に寄与することを目的とする公益法人であ

る。

平成２２年度には次の講演会・見学会等の開催・共

催を実施した。

（１）公開講演会関係

県支部主催による公開講演会が１６箇所（別表―４）

で開催され，多くの一般参加者も来場された。

（２）見学会関係

校友会，商工懇話会，電機学校同窓会主催の見学

会を含め，県支部主催による見学会が１２箇所（別表―

５）で開催された。

（３）協賛した事業（３件）

・ME講座 年１９講座開催（学園：産官学交流セン

ター主催）

・ロボット工作教室 年１０回開催（高等学校主催）

・修士論文発表会（工学研究科，未来科学研究科，

情報環境学研究科主催）

公益法人制度改革に伴う新法人への移行を平成２５

年１１月３０日までに完了しなければならないことが決

まっている。

このため，平成２２年度の評議員会・総会において

一般社団法人への移行を目指すことが承認され，理

事会の下に「法人移行実行委員会」を設置し，これ

までに９回におよぶ検討を重ねて移行申請のための

課題の整理を行った。

５．校友会創立１００周年記念事業のフォロー

創立１００周年記念事業として，工学情報バックナ

ンバーの電子ファイル化を行い，校友会ホームペー

ジから閲覧できるようにした。

６．東京千住キャンパス創設事業募金への協力

学園に対する最大の支援団体である校友会は，卒

業生向けの募金活動について，総会等を通じて積極

的に協力要請を行った。

また，東京千住キャンパスの周辺３箇所にWeb

カメラを設置し，工事進捗状況を校友会ホームペー

ジを介して広く公開した。

卒業生の寄付総額は３月末日現在で３億６，５５０万

円（目標４億５，０００万円の８１．２％）となった。

７．学園との連携強化

（１）学生募集の支援

学園が学部・学科を再編成して新しい時代の社会

的要請に応えようと努めていることを踏まえ，特に，

教職校友会の協力を得て，推薦入試等で学生募集を

支援した。

また，校友会から地方支部に対して入試業務への

協力を要請し，いくつかの地方試験会場において支

部役員がその業務を行った。

（２）経営同友会の運営への協力

経営同友会は学園と産業界で活躍されている校友

の方々との間にネットワークを構築し，会員企業な

らびに学園および校友の発展を目指すことを目的に

設立された組織である。

校友会では，学園と校友との連携の重要性を鑑み，

経営同友会の企画・運営するイベントに協力した。

以 上
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別表―１：支部総会の開催状況

日 付 支部名 日 付 支部名 日 付 支部名

５月２９日 埼玉県支部 ９月４日 福井県支部 １１月６日 香川県支部

５月３０日 三重県支部 １０月８日 北海道支部 １１月１３日 新潟県央電機会

６月１２日 千葉県支部 １０月９日 福島県支部 １１月２０日 長野県支部

６月１３日 山梨県支部 １０月１６日 福岡県支部 １２月１１日 佐賀県支部

６月１９日 神奈川県支部 １０月１７日 宮城県支部 １月１５日 宮崎県支部

６月２０日 岐阜県支部 １０月２３日 愛知県支部 ２月２６日 愛媛県支部

６月２０日 群馬県支部 １０月２９日 高知県支部 ３月５日 岩手県支部

７月１０日 茨城県支部 １０月３０日 山陰支部 ３月１９日 山陽支部

８月７日 青森県支部 １０月３０日 鹿児島県支部

８月２８日 新潟電機会 １１月６日 沖縄県支部

別表―２：電機会総会の開催状況

日 付 電機会名 日 付 電機会名 日 付 電機会名

５月８日 商工懇話会春季総会 ６月１９日 教職校友会埼玉支部 １１月１８日 民間放送校友会

５月２８日 京三電機会 ７月３日 教職校友会神奈川支部 １１月２５日 関電工電機会

６月３日 東管神奈川電機会 ７月２９日 山武電機会 １１月２６日 日本電波工業電機会

６月１５日 東管支部 ９月１１日 錦央電機会 １２月１日 東管支部東京西電機会

６月１８日 東光電気工事電機会 ９月２７日 東管支部東京北電機会 １２月１０日 東洋熱工業電機会

６月１９日 教職校友会 １０月８日 商工懇話会秋季総会 １月１５日 電磁電機会

６月１９日 教職校友会東京支部 １１月５日 川北電気工業電機会 ３月５日 三菱電機会

別表―３：県支部連絡協議会開催状況

日 付 場 所 地 区

１０月１７日 KKRホテル仙台（宮城県仙台市） 東北・北海道地区

１１月６日 丸亀町一番街東館４階カルチャールーム２（香川県高松市） 中国・四国地区

１１月２０日 黒部観光ホテル（長野県大町市） 甲信越・北陸地区

１１月３０日 東京神田キャンパス１０号館７階校友会談話室 埼玉・千葉・神奈川三県

１２月１１日 佐賀ワシントンホテルプラザ（佐賀県佐賀市） 九州・沖縄地区
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別表―４：公開講演会の開催状況

日 付 演 題 講 師 主 催

５月２２日
東京千住キャンパス創設事業 加藤康太郎理事長

校友会
東京電機大学のグランドビジョンの具現化 古田勝久学長

５月２９日 グローバルなモノづくり（過去・現在そして未来） 角田興俊教授 埼玉県支部

６月１２日 気を科学する 町好雄名誉教授 千葉県支部

６月１３日 地域文化と建築
久保田要氏，佐藤節子
氏

山梨県支部

６月１９日 解体性接着接合技術に生きる誘導加熱 富田英雄教授 神奈川県支部

６月２０日 未来を創造するロボット・メカトロニクス技術 汐月哲夫教授 群馬県支部

７月１０日 ロボット・メカトロニクス学科の誕生と将来 畠山省四朗教授 茨城県支部

７月２５日
再生医療と電子・機械工学
―コラーゲンの不思議と美容との関係まで―

舟久保昭夫教授 神奈川県支部

１０月９日 「生きる力」を育てる 水戸昇氏 福島県支部

１０月１６日
社会で活躍できる脳細胞を育てよう
―幼児の早期教育から老人性認知症の予防まで―

小谷誠名誉教授 福岡県支部

１０月１７日 がんは予防できるか 川井悟教授 宮城県支部

１０月２１日 政治よもやま話 岩見隆夫氏 校友会

１０月２９日
社会で活躍できる脳細胞を育てよう
―幼児の早期教育から老人性認知症の予防まで―

小谷誠名誉教授 高知県支部

１１月２０日 接着剤で壁登りをまじめに考える 富田英雄教授 長野県支部

３月５日 再生医療と電子・機械工学 舟久保昭夫教授 岩手県支部

３月１９日 がんは予防できるか 川井悟教授 山陽支部

別表―５：見学会の開催状況

日 付 場 所 参加者 主 催

５月１６日 「古河庭園」，「紙の博物館」，「地震の科学館」 ５１名 商工懇話会

７月１７日，
２４日

東京千住キャンパス建設工事現場 ４２名 校友会

８月６日 東洋電機本社事業所神谷工場 ８名 三重県支部

１０月３日 ウインドウパワー・かみす ４３名 電機学校同窓会

１０月１４日 高エネルギー加速器研究機構 ４４名 校友会

１１月３日 富士重工業群馬製作所矢島工場，スバルビジターセンター １２名 群馬県支部

１１月１２日 食と農の科学館，中央農業総合研究センター，農村工学研究所 １１名 茨城県支部

１１月１２日
～１３日

東京電力信濃川水力・柏崎刈羽原子力発電所 ３４名 埼玉県支部

１１月２９日 小雀浄水場 ３２名 神奈川県支部

１１月２９日 東京電力柏崎刈羽原子力発電所，玉原水力発電所 ３０名 東管神奈川電機会

１月２７日
～２８日

沖縄電力具志川火力発電所 ２２名 商工懇話会技術部会

２月２５日 電力中央研究所我孫子運営センター ３９名 千葉県支部
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（評議員会・総会共通 第２号議案）

平成２２年度決算案承認の件並びに監査報告

平成２２年度収支計算書
（平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日）

（単位：円）

科 目 予 算 額 決 算 額 差 異

Ⅰ 事業活動収支の部
１．事業活動収入

会費収入 ７１，２００，０００ ６７，６４０，６００ ３，５５９，４００
通常会員会費収入 １３，０００，０００ ９，４４０，６００ ３，５５９，４００
予納会員会費収入 ５８，２００，０００ ５８，２００，０００ ０
事業収入 ５００，０００ １２９，０００ ３７１，０００
見学・講演会収入 ５００，０００ １２９，０００ ３７１，０００
補助金等収入 １５，０００，０００ １５，０００，０００ ０
学園助成金収入 １５，０００，０００ １５，０００，０００ ０
資産運用収入 １，４００，０００ ８０５，４７８ ５９４，５２２
受取利息配当金収入 １，４００，０００ ８０５，４７８ ５９４，５２２
預託金取崩収入 ４，０００，０００ ５，３３４，０００ △１，３３４，０００
準会員預託金取崩収入 ４，０００，０００ ５，３３４，０００ △１，３３４，０００
寄付金収入 ４，３００，０００ ３，８７８，６８０ ４２１，３２０
工学情報広告収入 ３，７００，０００ ３，２７６，０００ ４２４，０００
オーム社寄贈品収入 ５００，０００ ５０２，６８０ △２，６８０
その他寄付金収入 １００，０００ １００，０００ ０
雑収入 ６０，０００ １４０，０００ △８０，０００
その他収入 ６０，０００ １４０，０００ △８０，０００

事業活動収入計 ９６，４６０，０００ ９２，９２７，７５８ ３，５３２，２４２
２．事業活動支出

事業費支出 ９８，１０８，０００ ９０，０９６，９８２ ８，０１１，０１８
〔会報発行費〕 〔３６，７２０，０００〕 〔３８，９０６，４５８〕 〔△２，１８６，４５８〕
原稿料支出 ４６０，０００ １８０，０００ ２８０，０００
編集費支出 ６６０，０００ ５２５，６００ １３４，４００
印刷費支出 ２２，２００，０００ ２４，０６６，３４７ △１，８６６，３４７
発送費支出 １３，４００，０００ １４，１３４，５１１ △７３４，５１１
〔名簿管理費〕 〔４，７００，０００〕 〔３，６４９，０８８〕 〔１，０５０，９１２〕
保守料支出 ９００，０００ ４５１，２９０ ４４８，７１０
入出力費支出 ３，８００，０００ ３，１９７，７９８ ６０２，２０２
〔Web情報発信サービス〕 〔５，０１０，０００〕 〔４，０８０，４０４〕 〔９２９，５９６〕
ホームページ機能強化費支出 ４，３９０，０００ ３，７６６，４５４ ６２３，５４６
ホームページ維持費支出 ６２０，０００ ３１３，９５０ ３０６，０５０
〔見学・講演会費〕 〔２，８５０，０００〕 〔１，６７１，００４〕 〔１，１７８，９９６〕
校友会主催講演会費支出 １，５００，０００ ６９１，００４ ８０８，９９６
支部主催講演会費支出 ７５０，０００ ６８０，０００ ７０，０００
法律相談費支出 ５０，０００ ０ ５０，０００
学園イベント費支出 ５５０，０００ ３００，０００ ２５０，０００
〔支部援助費〕 〔１６，２５０，０００〕 〔１４，９７７，８５７〕 〔１，２７２，１４３〕
支部活動援助費 ８，０５０，０００ ７，７６３，６８１ ２８６，３１９
支部総会祝金 ６００，０００ ５４０，０００ ６０，０００
職域電機会援助費支出 １，２００，０００ １，４０４，５７７ △２０４，５７７
旅費交通費支出 ４，５００，０００ ４，１２５，９７０ ３７４，０３０
慶弔費支出 ２５０，０００ １０，０００ ２４０，０００
会議費支出 １，２００，０００ ９８３，６２９ ２１６，３７１
広告費支出 ４５０，０００ １５０，０００ ３００，０００
〔同窓会援助費〕 〔１２，７２８，０００〕 〔１０，４０８，０００〕 〔２，３２０，０００〕
大学同窓会援助費支出 ８，８２４，０００ ６，７０４，０００ ２，１２０，０００
中高同窓会援助費支出 ２，７０４，０００ ２，７０４，０００ ０
電機学校同窓会援助費支出 １，２００，０００ １，０００，０００ ２００，０００
〔クラブ活動援助費〕 〔４，３５０，０００〕 〔４，１０５，４７５〕 〔２４４，５２５〕
大学クラブ活動援助費支出 ３，６５０，０００ ３，２００，０００ ４５０，０００
中高クラブ活動援助費支出 ７００，０００ ９０５，４７５ △２０５，４７５
〔全学行事援助費〕 〔４，５００，０００〕 〔３，９８４，７１５〕 〔５１５，２８５〕
大学全学行事費支出 ３，４００，０００ ３，３８７，０００ １３，０００
中高全学行事費支出 １，１００，０００ ５９７，７１５ ５０２，２８５
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（単位：円）

科 目 予 算 額 決 算 額 差 異

〔卒入学記念品費〕 〔２，８００，０００〕 〔２，３２９，４９５〕 〔４７０，５０５〕
卒入学記念費支出 ２，８００，０００ ２，３２９，４９５ ４７０，５０５
〔卒論発表会・就職セミナー費〕 〔３００，０００〕 〔１２９，０００〕 〔１７１，０００〕
卒論・就職セミナー支出 ３００，０００ １２９，０００ １７１，０００
〔工学情報分担金〕 〔２，０００，０００〕 〔１，４７４，７９５〕 〔５２５，２０５〕
工学情報分担金 ２，０００，０００ １，４７４，７９５ ５２５，２０５
〔イベント協賛援助費〕 〔２，０００，０００〕 〔８５０，０００〕 〔１，１５０，０００〕
イベント協賛援助費 ２，０００，０００ ８５０，０００ １，１５０，０００
〔その他事業費〕 〔３，９００，０００〕 〔３，５３０，６９１〕 〔３６９，３０９〕
その他事業費支出 ３，５００，０００ ３，２３０，６９１ ２６９，３０９
談話室運営費支出 ３００，０００ ３００，０００ ０
留学生交流会支出 １００，０００ ０ １００，０００
管理費支出 ２３，９８６，０００ １８，１７６，６１７ ５，８０９，３８３
給与手当支出 ２，３００，０００ ３，１５１，６８０ △８５１，６８０
委託費支出 ７，１６０，０００ ５，９３４，０２４ １，２２５，９７６
消耗品費支出 １，８００，０００ ７０２，６１４ １，０９７，３８６
旅費交通費支出 １５０，０００ ２４９，８５０ △９９，８５０
〔会議費〕 〔４，９９０，０００〕 〔３，９２０，０７８〕 〔１，０６９，９２２〕
理事会費支出 １，６９０，０００ １，６１２，４５２ ７７，５４８
委員会費支出 ８００，０００ ７９６，３７６ ３，６２４
総会・評議員会支出 ２，０００，０００ １，４１２，６２０ ５８７，３８０
その他会議費支出 ５００，０００ ９８，６３０ ４０１，３７０
通信運搬費支出 ３，０００，０００ １，１２３，０８７ １，８７６，９１３
印刷製本費支出 １，０００，０００ ３９７，３２０ ６０２，６８０
〔賃借料〕 〔１，５３６，０００〕 〔１，３０１，１１０〕 〔２３４，８９０〕
事務機器リース料支出 １，０５０，０００ ９０４，０８４ １４５，９１６
校友会システム支出 ４８６，０００ ３９７，０２６ ８８，９７４
慶弔費支出 ４００，０００ １２１，４００ ２７８，６００
雑費支出 １，６５０，０００ １，２７５，４５４ ３７４，５４６

事業活動支出計 １２２，０９４，０００ １０８，２７３，５９９ １３，８２０，４０１
事業活動収支差額 △２５，６３４，０００ △１５，３４５，８４１ △１０，２８８，１５９

Ⅱ 投資活動収支の部
１．投資活動収入

通常会費特定資産取崩収入 ７，０００，０００ ７，０００，０００ ０
奨学貸付金回収収入 ４，０００，０００ ４，０５４，９７２ △５４，９７２

投資活動収入計 １１，０００，０００ １１，０５４，９７２ △５４，９７２
２．投資活動支出

事業積立特定資産繰入支出 １００，０００ １３，４０１ ８６，５９９
準会員事業基金繰入支出 ０ ４０，２６８ △４０，２６８
奨学貸付金支出 ６，５００，０００ １，１１６，０００ ５，３８４，０００

投資活動支出計 ６，６００，０００ １，１６９，６６９ ５，４３０，３３１
投資活動収支差額 ４，４００，０００ ９，８８５，３０３ △５，４８５，３０３

Ⅲ 財務活動収支の部
１．財務活動収入
財務活動収入計 ０ ０ ０

２．財務活動支出
財務活動支出計 ０ ０ ０
財務活動収支差額 ０ ０ ０

Ⅳ 予備費支出
予備費支出 ２，４００，０００ ０ ２，４００，０００
当期収支差額 △２３，６３４，０００ △５，４６０，５３８ △１８，１７３，４６２
前期繰越収支差額 ３９，７９７，５０８ ３９，７９７，５０８ ０
次期繰越収支差額 １６，１６３，５０８ ３４，３３６，９７０ △１８，１７３，４６２
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収支計算書に対する注記

１．資金の範囲

資金の範囲には，現金預金，未収金，未払費用，預り金，未払法人税等を含めています。

なお，前期末及び当期期末残高は，下記２に記載するとおりです。

２．次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳

学校預託金の内訳
（平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日）

（単位：円）

科 目 前期末残高 当期末残高

現金預金 ４６，２６３，３９１ ３４，５３２，８１０

未収金 ３０，０００ ０

合計 ４６，２９３，３９１ ３４，５３２，８１０

未払費用 ６，４９５，８８３ ０

預り金 ０ １２５，８４０

未払法人税等 ０ ７０，０００

合計 ６，４９５，８８３ １９５，８４０

次期繰越収支差額 ３９，７９７，５０８ ３４，３３６，９７０

期首残高 増 加 減 少 期末残高

準会員学校預託金 １３４，４８６，４００ ６７，５７２，０００ ６９，７２４，８００ １３２，３３３，６００

正会員学校預託金 ４８７，１４０，６５６ ６４，３９０，８００ ５８，２００，０００ ４９３，３３１，４５６

（単位：円）
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（第２号議案関連）

貸借対照表
（平成２３年３月３１日現在）

（単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

Ⅰ 資産の部
１．流動資産

現金預金 ３４，５３２，８１０ ４６，２６３，３９１ △１１，７３０，５８１
未収金 ０ ３０，０００ △３０，０００
流動資産合計 ３４，５３２，８１０ ４６，２９３，３９１ △１１，７６０，５８１

２．固定資産
（１）基本財産

住友信託銀行貸付信託 ２，０００，０００ ２，０００，０００ ０
基本財産合計 ２，０００，０００ ２，０００，０００ ０

（２）特定資産
事業積立特定資産 ３２，１１７，３３８ ３２，１０３，９３７ １３，４０１
通常会費積立特定資産 ２５，２００，０００ ３２，２００，０００ △７，０００，０００
準会員事業基金 ４４，９８７，０９５ ４４，９４６，８２７ ４０，２６８
特定資産合計 １０２，３０４，４３３ １０９，２５０，７６４ △６，９４６，３３１

（３）その他固定資産
準会員学校預託金 １３２，３３３，６００ １３４，４８６，４００ △２，１５２，８００
正会員学校預託金 ４９３，３３１，４５６ ４８７，１４０，６５６ ６，１９０，８００
奨学貸付金 １８，４６７，５４８ ２１，９３１，１２０ △３，４６３，５７２
投資有価証券 ２，４３０，８３０ ２，４３０，８３０ ０
その他の固定資産合計 ６４６，５６３，４３４ ６４５，９８９，００６ ５７４，４２８
固定資産合計 ７５０，８６７，８６７ ７５７，２３９，７７０ △６，３７１，９０３
資産合計 ７８５，４００，６７７ ８０３，５３３，１６１ △１８，１３２，４８４

Ⅱ 負債の部
１．流動負債

未払費用 ０ △６，４９５，８８３ ６，４９５，８８３
預り金 １２５，８４０ ０ １２５，８４０
未払法人税等 ７０，０００ ０ ７０，０００
流動負債合計 １９５，８４０ △６，４９５，８８３ ６，６９１，７２３

２．固定負債
準会員前受金 １３２，３３３，６００ １３４，４８６，４００ △２，１５２，８００
正会員前受金 ４９３，３３１，４５６ ４８７，１４０，６５６ ６，１９０，８００
固定負債合計 ６２５，６６５，０５６ ６２１，６２７，０５６ ４，０３８，０００
負債合計 ６２５，８６０，８９６ ６１５，１３１，１７３ １０，７２９，７２３

Ⅲ 正味財産の部
一般正味財産 １５９，５３９，７８１ １８６，７７１，６８３ △２７，２３１，９０２
正味財産合計 １５９，５３９，７８１ １８８，４０１，９８８ △２８，８６２，２０７
負債及び正味財産合計 ７８５，４００，６７７ ８０３，５３３，１６１ △１８，１３２，４８４
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（第２号議案関連）

正味財産増減計算書
（平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日）

（単位：円）

科 目 予 算 額 決 算 額 差 異

Ⅰ 一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
（１）経常収益

受取会費 ７１，２００，０００ ６７，６４０，６００ ３，５５９，４００
受取通常会員会費 １３，０００，０００ ９，４４０，６００ ３，５５９，４００
受取予納会員会費 ５８，２００，０００ ５８，２００，０００ ０
事業収益 ５００，０００ １２９，０００ ３７１，０００
受取見学・講演会費 ５００，０００ １２９，０００ ３７１，０００
受取補助等 １５，０００，０００ １５，０００，０００ ０
受取学園助成金 １５，０００，０００ １５，０００，０００ ０
資産運用益 １，４００，０００ ８０５，４７８ ５９４，５２２
受取利息配当金 １，４００，０００ ８０５，４７８ ５９４，５２２
預託金取崩益 ４，０００，０００ ５，３３４，０００ △１，３３４，０００
準会員預託金取崩益 ４，０００，０００ ５，３３４，０００ △１，３３４，０００
受取寄付金等 ４，３００，０００ ３，８７８，６８０ ４２１，３２０
受取工学情報広告代 ３，７００，０００ ３，２７６，０００ ４２４，０００
オーム社寄贈品 ５００，０００ ５０２，６８０ △２，６８０
その他寄付金 １００，０００ １００，０００ ０
雑収益 ６０，０００ １４０，０００ △８０，０００
その他収入 ６０，０００ １４０，０００ △８０，０００

経常収益計 ９６，４６０，０００ ９２，９２７，７５８ ３，５３２，２４２
（２）経常費用

事業費 ９８，１０８，０００ ９０，０９６，９８２ ８，０１１，０１８
〔会報発行費〕 〔３６，７２０，０００〕 〔３８，９０６，４５８〕 〔△２，１８６，４５８〕
原稿料 ４６０，０００ １８０，０００ ２８０，０００
編集費 ６６０，０００ ５２５，６００ １３４，４００
印刷費 ２２，２００，０００ ２４，０６６，３４７ △１，８６６，３４７
発送費 １３，４００，０００ １４，１３４，５１１ △７３４，５１１
〔名簿管理費〕 〔４，７００，０００〕 〔３，６４９，０８８〕 〔１，０５０，９１２〕
保守料 ９００，０００ ４５１，２９０ ４４８，７１０
入出力費 ３，８００，０００ ３，１９７，７９８ ６０２，２０２
〔Web情報発信サービス〕 〔５，０１０，０００〕 〔４，０８０，４０４〕 〔９２９，５９６〕
ホームページ機能強化費 ４，３９０，０００ ３，７６６，４５４ ６２３，５４６
ホームページ維持費 ６２０，０００ ３１３，９５０ ３０６，０５０
〔見学・講演会費〕 〔２，８５０，０００〕 〔１，６７１，００４〕 〔１，１７８，９９６〕
校友会主催講演会費 １，５００，０００ ６９１，００４ ８０８，９９６
支部主催講演会費 ７５０，０００ ６８０，０００ ７０，０００
法律相談費 ５０，０００ ０ ５０，０００
学園イベント補助費 ５５０，０００ ３００，０００ ２５０，０００
〔支部援助費〕 〔１６，２５０，０００〕 〔１４，９７７，８５７〕 〔１，２７２，１４３〕
支部活動援助費 ８，０５０，０００ ７，７６３，６８１ ２８６，３１９
支部総会祝金 ６００，０００ ５４０，０００ ６０，０００
職域電機会援助費 １，２００，０００ １，４０４，５７７ △２０４，５７７
旅費交通費 ４，５００，０００ ４，１２５，９７０ ３７４，０３０
慶弔費 ２５０，０００ １０，０００ ２４０，０００
会議費 １，２００，０００ ９８３，６２９ ２１６，３７１
広告費 ４５０，０００ １５０，０００ ３００，０００
〔同窓会援助費〕 〔１２，７２８，０００〕 〔１０，４０８，０００〕 〔２，３２０，０００〕
大学同窓会援助費 ８，８２４，０００ ６，７０４，０００ ２，１２０，０００
中高同窓会援助費 ２，７０４，０００ ２，７０４，０００ ０
電機学校同窓会援助費 １，２００，０００ １，０００，０００ ２００，０００
〔クラブ活動援助費〕 〔４，３５０，０００〕 〔４，１０５，４７５〕 〔２４４，５２５〕
大学クラブ活動援助費 ３，６５０，０００ ３，２００，０００ ４５０，０００
中高クラブ活動援助費 ７００，０００ ９０５，４７５ △２０５，４７５
〔全学行事援助費〕 〔４，５００，０００〕 〔３，９８４，７１５〕 〔５１５，２８５〕
大学全学行事費 ３，４００，０００ ３，３８７，０００ １３，０００
中高全学行事費 １，１００，０００ ５９７，７１５ ５０２，２８５
〔卒入学記念品費〕 〔２，８００，０００〕 〔２，３２９，４９５〕 〔４７０，５０５〕
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（単位：円）

科 目 予 算 額 決 算 額 差 異

卒入学記念費 ２，８００，０００ ２，３２９，４９５ ４７０，５０５
〔卒論発表会・就職セミナー費〕 〔３００，０００〕 〔１２９，０００〕 〔１７１，０００〕
卒論・就職セミナー ３００，０００ １２９，０００ １７１，０００
〔工学情報分担金〕 〔２，０００，０００〕 〔１，４７４，７９５〕 〔５２５，２０５〕
工学情報分担金 ２，０００，０００ １，４７４，７９５ ５２５，２０５
〔イベント協賛援助費〕 〔２，０００，０００〕 〔８５０，０００〕 〔１，１５０，０００〕
イベント協賛援助費 ２，０００，０００ ８５０，０００ １，１５０，０００
〔その他事業費〕 〔３，９００，０００〕 〔３，５３０，６９１〕 〔３６９，３０９〕
その他事業費 ３，５００，０００ ３，２３０，６９１ ２６９，３０９
談話室運営費 ３００，０００ ３００，０００ ０
留学生交流会 １００，０００ ０ １００，０００
管理費 ２３，９８６，０００ １８，７０１，２１７ ５，２８４，７８３
給与手当 ２，３００，０００ ３，１５１，６８０ △８５１，６８０
委託費 ７，１６０，０００ ５，９３４，０２４ １，２２５，９７６
消耗品費 １，８００，０００ ７０２，６１４ １，０９７，３８６
旅費交通費 １５０，０００ ２４９，８５０ △９９，８５０
〔会議費〕 〔４，９９０，０００〕 〔３，９２０，０７８〕 〔１，０６９，９２２〕
理事会費 １，６９０，０００ １，６１２，４５２ ７７，５４８
委員会費 ８００，０００ ７９６，３７６ ３，６２４
総会・委員会費 ２，０００，０００ １，４１２，６２０ ５８７，３８０
その他会議費 ５００，０００ ９８，６３０ ４０１，３７０
通信運搬費 ３，０００，０００ １，１２３，０８７ １，８７６，９１３
印刷製本費 １，０００，０００ ３９７，３２０ ６０２，６８０
〔賃借料〕 〔１，５３６，０００〕 〔１，３０１，１１０〕 〔２３４，８９０〕
事務機器リース １，０５０，０００ ９０４，０８４ １４５，９１６
校友会システムリース ４８６，０００ ３９７，０２６ ８８，９７４
慶弔費 ４００，０００ １２１，４００ ２７８，６００
雑費 １，６５０，０００ １，８００，０５４ △１５０，０５４

経常費用計 １２２，０９４，０００ １０８，７９８，１９９ １３，２９５，８０１
当期経常増減額 △２５，６３４，０００ △１５，８７０，４４１ △９，７６３，５５９

２．経常外増減の部
（１）経常外収益
経常外収益計 ０ ０ ０

（２）経常外費用
経常外費用計 ０ ０ ０
当期経常外増減額 ０ ０ ０
当期一般正味財産増減額 △２５，６３４，０００ △１５，８７０，４４１ △９，７６３，５５９
一般正味財産期首残高 １７５，４１０，２２２ １７５，４１０，２２２ ０
一般正味財産期末残高 １４９，７７６，２２２ １５９，５３９，７８１ △９，７６３，５５９

Ⅱ 指定正味財産増減の部
一般正味財産への振替額 ０ ０ ０
当期指定正味財産増減額 ０ ０ ０
指定正味財産期首残高 ０ ０ ０
指定正味財産期末残高 ０ ０ ０

Ⅲ 正味財産期末残高
正味財産期末残高 １４９，７７６，２２２ １５９，５３９，７８１ △９，７６３，５５９
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（第２号議案関連）

財 産 目 録
（平成２３年３月３１日現在）

財務諸表に対する注記

１．重要な会計方針

（１）有価証券の評価基準及び評価方法

有価証券……移動平均法による原価法を採用しています。

（２）固定資産の減価償却の方法

器具備品……定額法を採用しています。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は，次のとおりです。

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は，次のとおりです。

一 般 会 計

資 産 の 部

科 目 金 額

Ⅰ 基本財産
住友信託銀行貸付信託

Ⅱ 運用財産
１．流動資産
�現金預金
２．定資産
�学校預託金
準会員学校預託金
正会員学校預託金
�事業積立特定資産
�通常会員会費特定資産
�準会員事業基金
�奨学貸付金 ４４名
�有価証券

２，０００，０００
２，０００，０００
７８３，４００，６７７
３４，５３２，８１０
３４，５３２，８１０
７４８，８６７，８６７
６２５，６６５，０５６
１３２，３３３，６００
４９３，３３１，４５６
３２，１１７，３３８
２５，２００，０００
４４，９８７，０９５
１８，４６７，５４８
２，４３０，８３０

資 産 合 計 ７８５，４００，６７７

（単位：円）

負 債 の 部

科 目 金 額

Ⅰ 流動負債
未払費用
預り金

Ⅱ 固定負債
�学校預託金
準会員前受金
正会員前受金

１９５，８４０
７０，０００
１２５，８４０

６２５，６６５，０５６
６２５，６６５，０５６
１３２，３３３，６００
４９３，３３１，４５６

負 債 合 計 ６２５，８６０，８９６

正 味 財 産 １５９，５３９，７８１

負債正味財産合計 ７８５，４００，６７７

（単位：円）

科 目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期未残高

基本財産
住友信託銀行貸付信託 ２，０００，０００ ２，０００，０００

小 計 ２，０００，０００ ２，０００，０００

特定資産
事業積立特定資産
通常会費積立特定資産
準会員事業基金

３２，１０３，９３７
３２，２００，０００
４４，９４６，８２７

１３，４０１

４０，２６８
７，０００，０００

３２，１１７，３３８
２５，２００，０００
４４，９８７，０９５

小 計 １０９，２５０，７６４ ５３，６６９ ７，０００，０００ １０２，３０４，４３３

合 計 １１１，２５０，７６４ ５３，６６９ ７，０００，０００ １０４，３０４，４３３

（単位：円）

科 目 当期末残高
（うち指定正味財産
からの充当額）

（うち一般正味財産
からの充当額）

（うち負債に
対応する額）

基本財産
住友信託銀行貸付信託 ２，０００，０００ （ ２，０００，０００）

小 計 ２，０００，０００ （ ２，０００，０００）

特定資産
事業積立特定資産
通常会費積立特定資産
準会員事業基金

３２，１１，３３８
２５，２００，０００
４４，９８７，０９５

（３２，１１７，３３８）
（２５，２００，０００）
（４４，９８７，０９５）

小 計 １０２，３０４，４３３ （１０２，３０４，４３３）

合 計 １０４，３０４，４３３ （１０２，３０４，４３３）
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（評議員会・総会共通 第３号議案）

平成２３年度事業計画（案）

学校法人東京電機大学（以下，「学園」という）は，

足立区北千住の東京千住キャンパス創設に係る建設

工事を平成２２年２月に着工し，平成２４年４月の開設

に向けて着々と計画を遂行している。教育研究に関

しても，学長のリーダーシップのもと，次の１００年

に向けた『新たな価値の創造』を目指して取り組ん

でいる。

学園卒業生の会であり，学園に対する最大の支援

組織である社団法人東京電機大学校友会（以下，「校

友会」という）は，会員拡張を目指しつつ，会員に

対するサービスの充実に努めるとともに，東京千住

キャンパス創設事業募金に対して引き続き協力す

る。

また，国の公益法人制度改革に伴う一般社団法人

への移行計画を早急に具体化する。

真に学園の卒業生で良かったと思える校友会を構

築することを目的として，本事業計画を策定する。

１．校友会員に対するサービスの充実

校友会員に対する各種サービスを再検証し，会員

にとって時代に即した魅力あるサービスが展開でき

るよう鋭意検討し実現を目指す。

なお，サービスの基礎となる通常会員数の増強に

ついて，引き続き会員拡張に努めるとともに財政の

健全化を図る。

また，通常会員の増加目標を１，０００名とする。

（１）会誌・工学情報の定期発行

会員を対象に定期的に年４回発行する。このうち，

冬号をサービス号と位置付け，会員でない住所判明

者にも発送して，学園情報，校友会情報を発信し校

友会への加入を呼び掛ける。

（２）卒業生バックアップセンターへの卒業生登録

の推進

「卒業生バックアップセンター」は卒業生相互の

コミュニティ機能を有しており，将来の連絡手段に

活用できるよう卒業生の登録推進を図る。

転職希望者への情報提供サイトの設置を端緒とし

た「卒業生バックアップセンター」ではあるが，社

会的経済不況の折，求人協力企業の登録に伸び悩み

がみられるが，引続きその勧誘に努める。

また，「転送メールアドレスの提供」は，「卒業生

バックアップセンター」の基盤設計に関連して引続

き検討する。

なお，平成２３年度から，卒業年次生の登録に着手

する。

（３）会員への斡旋事業

次の斡旋事業を引き続き展開する。

①学園図書館の利用斡旋

②学術図書雑誌の購入斡旋

③法律・特許相談の斡旋

④校友会員限定の特別割引物品の斡旋

（４）ホームページの情報充実

ホームページの充実を図り，繰り返し閲覧する会

員の確保に努める。

充実に向けた内容は次のとおり。

①ライブカメラによる東京千住キャンパス工事進捗

状況の配信

②工学情報バックナンバーを電子ファイル化し掲載

③教員の研究テーマ・業績等の掲載

また，ホームページを介したクレジットカード決

済による会費の納入方法を更に推進する。

（５）メールマガジン配信の検討

学園および校友会情報等をタイムリーに提供する

ため，メールアドレスを保有する卒業生を対象に

メールマガジンを配信することを検討する。

２．校友会活動の活性化

校友会員向けの活動として，次の事業を行う。

（１）支部活動の活性化

①支部への支援

県支部，地方支部の活発な活動が校友会の活性

化に繋がるという考えから，各支部総会に校友会

の役員が出席し，校友会活動および学園の近況報

告を行うとともに地方会員との交流を図り支部活

動を支援する。

また，職域電機会との連携を図り，地方転勤者

および新卒者の情報を支部に提供する。

②東京都支部の設立

現在，当校友会の地方支部は１県１支部を原則

として整備を終了しており，今年度は東京都支部

の設立を検討する。

監査意見

平成２２年度予算執行状況，財産の保全と運用状況，会計処理状況を経理帳簿，証憑，銀行通帳等により監

査した結果，平成２２年度決算書は，適正かつ正確に作成されていることを確認しました。

平成２３年４月１９日

監事 窪田 輝巳 �
近藤 史生 �
阿久津 功 �
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③県支部連絡協議会の開催

県支部の活動状況等について横断的に意見交換

できる会議体として「県支部連絡協議会」を平成

２１年度から試行的に開催してきたところである

が，今年度から定常開催することとし支部の活性

化に繋げる。

（２）職域電機会の活性化と新規設立の促進

①職域電機会への支援

職域電機会の活発な活動は，支部の活動と同様

に，校友会の活性化に繋がるという考えからこれ

を支援する。

②技術士会の設立

学園・産官学交流センターと連携し，会員相互

の親睦と技術研鑚を高め，東京電機大学の発展を

支援し，技術分野で地域社会に貢献することを目

的とする東京電機大学技術士会（仮称）の設立を

目指す。

（３）同窓会活動への支援

大学同窓会，中学・高等学校同窓会，電機学校同

窓会の活動に対し，支援ならびに協力をする。

なお，各種OB会にもその規模に応じて参画し，

校友会の PRに努める。また，定例的にOB会を開

催している団体の幹事リストを作成し，校友会行事

の周知に活用する。

（４）留学生OBとの連携

昨年度に引き続き，交流会を通じて，留学生が校

友会に対する関心と理解を深めると同時に，学園へ

の帰属意識の高揚を図る。

また，国際センターの協力を得て，海外で活躍す

る卒業生との交流を図ることを検討する。

３．準会員への支援

校友会では，例年，準会員である学園の学生・生

徒に対して支援を行っているが，今後もその支援体

制を継続する。

平成２３年度は，神田キャンパスで行われる最後の

錦祭を大学同窓会と連携して支援する。

また，メディアに登場して学園を広く広報するイ

ベントに対して支援する「イベント協賛援助」を継

続する。

なお，例年実施している準会員への支援事業は次

のとおりである。

①クラブ活動補助

②全学行事補助

③卒業式・入学式記念品補助

④卒論発表会・就職セミナー等支援

⑤準会員向け工学情報（KJ）発行

⑥東京電機大学校友会・新電気奨学金貸付

⑦イベント協賛援助

４．社団法人としての公益活動と目指す方向

（１）公益活動

本校友会は，社会一般への教育，学術，文化発展

に寄与することを目的とする社団法人である。

現在の特例民法法人（現行社団法人）として行っ

ていく公益事業は次のとおりである。

①公開講演会の主催，共催，後援（地方会場での開

催を含む）

②見学会の主催，共催，後援

③学園主催の公開講座（ME講座，マセマティカ講

座，ロボット製作講座等）の協賛

④大学院博士・修士論文発表会協賛

⑤その他事業への支援

（２）目指す方向

平成２２年度の評議員会・総会において一般社団法

人を目指すことが承認され，理事会の下に「法人移

行実行委員会」を設置し，法人移行への課題を具体

的に洗い出し更なる検討を進めている。今後は，機

関設計，定款変更案に着手して平成２４年度の移行申

請を目指す。

５．東京千住キャンパス創設事業募金への協力

卒業生向けの募金活動について，工学情報やホー

ムページを用いて広報し，また，校友会総会，支部

総会，全国支部長会や職域電機会会長会等を通じ，

引き続き積極的に募金への協力要請を行う。

６．学園との連携強化

（１）学生募集の支援

大学は，東京千住キャンパスの開設に伴いグラン

ドビジョンの具現化を期しており，校友会としては，

そのような現状を踏まえて，入試センターをはじめ

学園との更なる連携を図り，教職校友会ならびに地

方支部を通じて学生募集を支援する。

（２）経営同友会の事業活動への協力

経営同友会は学園と産業界で活躍されている校友

の方々との間にネットワークを構築し，会員企業な

らびに学園および校友の発展を目指すことを目的に

設立された組織である。

校友会では，学園と校友との連携の重要性を考慮

して，経営同友会の企画・運営する講演会等の事業

活動に積極的に協力する。

（３）父母懇談会への参画と協力

学生支援センターと連携し，地方で開催する父母

懇談会に校友会が参加して校友会ならびに卒業生組

織の存在を PRすると共に，当地に就職を希望する

ご子息への情報提供を行う。また，父母と支部会員

とが情報交換できる懇親の場を提供する。

以 上
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（評議員会・総会共通 第４号議案）

平成２３年度予算（案）

平成２３年度 収支予算書（案）
（平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日）

科 目 予 算 額 前年予算額 差 異

Ⅰ 事業活動収支の部

１．事業活動収入

会費収入 ６５，９００，０００ ７１，２００，０００ △５，３００，０００

通常会員収入 ９，５００，０００ １３，０００，０００ △３，５００，０００

予納会員収入 ５６，４００，０００ ５８，２００，０００ △１，８００，０００

事業収入 ５００，０００ ５００，０００ ０

見学・講演会費収入 ５００，０００ ５００，０００ ０

資産運用収入 ６３０，０００ １，４００，０００ △７７０，０００

受取利息配当金収入 ６３０，０００ １，４００，０００ △７７０，０００

補助金等収入 １５，０００，０００ １５，０００，０００ ０

学園助成金収入 １５，０００，０００ １５，０００，０００ ０

預託金取崩収入 ４，０００，０００ ４，０００，０００ ０

準会員預託金取崩収入 ４，０００，０００ ４，０００，０００ ０

寄付金収入 ４，５００，０００ ４，３００，０００ ２００，０００

工学情報広告収入 ４，０００，０００ ３，７００，０００ ３００，０００

オーム社寄贈品収入 ４００，０００ ５００，０００ △１００，０００

その他寄付金収入 １００，０００ １００，０００ ０

雑収入 ８０，０００ ６０，０００ ２０，０００

その他収入 ８０，０００ ６０，０００ ２０，０００

事業活動収入計 ９０，６１０，０００ ９６，４６０，０００ △５，８５０，０００

２．事業活動支出

事業費支出

会報発行費支出 ３８，９１０，０００ ３６，７２０，０００ ２，１９０，０００

名簿管理費支出 ４，７００，０００ ４，７００，０００ ０

Web情報発信サービス費支出 ３，８１０，０００ ５，０１０，０００ △１，２００，０００

見学・講演会・法律相談費支出 ２，４５０，０００ ２，８５０，０００ △４００，０００

支部援助費支出 １６，６２０，０００ １６，２５０，０００ ３７０，０００

同窓会援助費支出 １１，２４４，０００ １２，７２８，０００ △１，４８４，０００

クラブ活動援助費支出 ４，８５０，０００ ４，３５０，０００ ５００，０００

全学行事援助費支出 ６，０００，０００ ４，５００，０００ １，５００，０００

卒入学記念品費支出 ２，８００，０００ ２，８００，０００ ０

卒論発表会・就職セミナー費支出 ３００，０００ ３００，０００ ０

工学情報分担金支出 ２，０００，０００ ２，０００，０００ ０

イベント協賛援助費支出 ２，０００，０００ ２，０００，０００ ０

その他事業費支出 ４００，０００ ３，９００，０００ △３，５００，０００

事業費支出計 ９６，０８４，０００ ９８，１０８，０００ △２，０２４，０００

管理費支出

給与手当支出 ４，１００，０００ ２，３００，０００ １，８００，０００

委託費支出 ７，１６０，０００ ７，１６０，０００ ０

消耗品費支出 ３，０００，０００ １，８００，０００ １，２００，０００

旅費交通費支出 ３００，０００ １５０，０００ １５０，０００

会議費支出 ４，４４０，０００ ４，９９０，０００ △５５０，０００

通信運搬費支出 ３，０００，０００ ３，０００，０００ ０

（単位：円）
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（参考）

学校預託金の内訳予測
（平成２４年３月３１日）

（単位：円）

科 目 予 算 額 前年予算額 差 異

印刷製本費支出 ２００，０００ １，０００，０００ △８００，０００

賃借料支出 １，５３６，０００ １，５３６，０００ ０

慶弔費支出 ２００，０００ ４００，０００ △２００，０００

雑費支出 ９００，０００ １，６５０，０００ △７５０，０００

管理費支出計 ２４，８３６，０００ ２３，９８６，０００ ８５０，０００

事業活動支出計 １２０，９２０，０００ １２２，０９４，０００ △１，１７４，０００

事業活動収支差額 △３０，３１０，０００ △２５，６３４，０００ △４，６７６，０００

Ⅱ 投資活動収支の部

１．投資活動収入

事業積立金特定資産取崩収入 ５，０００，０００ ０ ５，０００，０００

通常会員会費特定資産取崩収入 １７，０００，０００ ７，０００，０００ １０，０００，０００

奨学貸付金返済収入 ４，０００，０００ ４，０００，０００ ０

投資活動収入計 ２６，０００，０００ １１，０００，０００ １５，０００，０００

２．投資活動支出

準会員事業基金特定資産繰入支出 １０，０８０，０００ １００，０００ ９，９８０，０００

奨学貸付金支出 ６，５００，０００ ６，５００，０００ ０

投資活動支出計 １６，５８０，０００ ６，６００，０００ ９，９８０，０００

投資活動収支差額 ９，４２０，０００ ４，４００，０００ ５，０２０，０００

Ⅲ 財務活動収支の部

１．財務活動収入 ０ ０ ０

２．財務活動支出 ０ ０ ０

Ⅳ 予備費支出 ４，４００，０００ ２，４００，０００ ２，０００，０００

当期収支差額 △２５，２９０，０００ △２３，６３４，０００ △１，６５６，０００

前期繰越収支差額 ３４，３３６，９７０ ３９，７９７，５０８ △５，４６０，５３８

次期繰越収支差額 ９，０４６，９７０ １６，１６３，５０８ △７，１１６，５３８

（単位：円）

期首残高 増加 減少 期末残高

準会員学校預託金 １３２，３３３，６００ ６６，０００，０００ ６２，０００，０００ １３６，３３３，６００

正会員学校預託金 ４９３，３３１，４５６ ５８，０００，０００ ５６，４００，０００ ４９４，９３１，４５６
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①同窓会
並びに電機会

②理事会 備考

推 薦 母 体 数 ９４件 １件

回
答
数

総 数 ５０件 ----------
理事９名，
監事１名

候補者指名 １０件 ----------

理事会一任 ４３件 ----------

評議員会における理事・監事の選出について
①候補者各位の心情を配慮し，氏名は公表せず人
数のみとする。
②理事・監事選考委員会を設置し，当委員会に選
考を委ね，その結果を評議員会に報告し承認を
得る。
③理事・監事選考委員会の構成は，次のとおりと
する。
各校（大学・短大，中学・高等学校，電機学校）
卒業生より各々２名，並びに評議員会議長，理
事長，常務理事の合計９名とする。
④各校卒業者の選考委員は事前に同窓会を通じて
選出を依頼し，評議員会において承認を得る。

（評議員会・総会共通 第５号議案）

名誉会員推薦の件

（評議員会・総会共通 第６号議案）

法人移行に係る中間報告

第１２０回評議員会・第６５回総会（平成２２年５月２２

日開催）において，社団法人東京電機大学校友会（以

下，「校友会」という）は，新公益法人法に基づい

た一般社団法人を目指すこと，また，移行申請の時

期は平成２４年度を目指すことが承認された。

このため，理事会の下に「法人移行実行委員会」

を設置し，これまで９回の委員会を開催して鋭意検

討を重ねてきた。

これまでの検討結果は下記のとおりである。

１．代議員制の採用

総会成立要件である会員の２分の１以上の出席

（委任状を含む）を充足するために，正会員から合

理的に選出する代議員制を採用する。

２．会員の構成

卒業生全員を校友会員とし，会員の種別を概ね次

の３種類とする。

①正会員：校友会費を納入したもの。

②準会員：校友会費を納入しないもの。

③その他：在学会員（学生・生徒），特別会員他

３．支部・同窓会，電機会等の位置付け。

支部・同窓会を校友会の内部組織とし，連結決算

とする。また，電機会等は任意の協力団体と位置付

け，校友会の外部組織として祝い金等により支援す

る。

４．役員の構成

役員は理事・監事とし，合理的な意思決定が図れ

る構成人員とする。

また，現在の役員（理事・監事）の任期は３年で，

毎年３分の１を改選しているが，新法では，理事の

任期は最長２年，監事は最長４年となり，その都度

全員の改選を要する（定款で規定すれば理事は１年，

監事は２年まで短縮可能である）。

（評議員会・総会共通 第７号議案）

平成２３・２４年度評議員選出の件

別紙資料「平成２３・２４年度評議員候補者（案）」参照。

（評議員会 第８号議案）

理事・監事選出の件

【定款第１３条第１項第一号理事】

１．候補者の推薦は，定款施行細則第３条の定める

ところにより以下のとおり

①同窓会並びに支部・電機会

②理事会

２．推薦状況

３．第６５２回定例理事会（平成２３年４月２６日開催）決

定事項

候補者数は，理事改選・監事改選とも定数どおり

であるが，慎重審議の結果，評議員会には下記のと

おり提案することを決定した。

特別会員から選出される理事（役職理事）の
推薦について

１．平成２３年４月２６日開催 第６５２回定例理事会に

おいて推薦された理事

【定款第１３条第１項第二号理事】

古城 仁（中学高等学校生活指導部長）

会務報告（概要）

１．定例理事会（議事録：「工学情報」に順次掲載

済）

○第６４３回定例理事会資料 平成２２年４月２０日（火）

議題１．前回議事録の承認

議題２．平成２１年度事業報告の承認について

議題３．平成２１年度決算の承認並びに監査報告につ
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いて

議題４．第１２０回評議員会・第６５回総会について

議題５．荒井副理事長の辞任について

議題６．平成２２年度理事・監事候補者の推薦につい

て

議題７．校友会事務局特別顧問の受入れに係る業務

委託契約締結について

議題８．理事会開催について

議題９．その他

報告事項

報告１．法人移行に係る検討結果

報告２．第２回学園との連携に係わる打合せ

報告３．運営委員会メンバーによる荒瀧会員の説明

聴取

報告４．文部科学省による実地調査の結果について

（通知）

○第６４４回定例理事会資料 平成２２年５月１８日（火）

議題１．前回議事録の承認

議題２．法人移行について

議題３．定款の一部変更について

議題４．見学研修会について

議題５．公開講演会について

議題６．阿部陽一事務局顧問の処遇について

議題７．その他

○第６４５回定例理事会資料 平成２２年６月１日（火）

議題１．正・副理事長選出について

議題２．各委員会委員長並びに委員の選任について

○第６４６回定例理事会資料 平成２２年６月８日（火）

議題１．前々回・前回議事録の承認

議題２．平成２２年度事業計画の実行担当について

議題３．参与の委嘱について

報告事項

報告１．校友会イベント協賛申請について

報告２．東京千住キャンパス建設工事現場見学会に

ついて

報告３．阿部常務理事の処遇について

報告４．卒業生に関するアンケート調査報告

○第６４７回定例理事会資料 平成２２年７月２０日（火）

議題１．前回議事録の承認

議題２．平成２２年度全国支部長会実施概要（案）

議題３．金銭出納規程の制定について

議題４．法人移行実行委員会の設置について

議題５．校友会準会員取扱規定の制定について

議題６．東京神田キャンパス歴史ドキュメンタリー

DVD作成について

報告事項

報告１．校友会イベント協賛申請について

報告２．工学情報バックナンバー PDF化

報告３．東京千住キャンパスライブカメラの設置に

ついて

報告４．委員会委員の兼務について

○第６４８回定例理事会資料 平成２２年１０月１２日（火）

議題１．前回議事録の承認

議題２．校友会準会員取扱規則（内規）の制定につ

いて

議題３．東京神田キャンパス歴史ドキュメンタリー

DVD作成について

議題４．全国支部長会の対応（議事要旨）について

議題５．参与会の開催について

議題６．年末役員懇談会の開催について

議題７．東管支部への機関誌作成に係る援助につい

て

議題８．通常会員の増強策について

議題９．その他

報告事項

報告１．東京千住キャンパスライブカメラの設置状

況について

○第６４９回定例理事会資料 平成２２年１１月９日（火）

議題１．前回議事録の承認

議題２．平成２２年度上半期収支決算および監査につ

いて

議題３．奨学金貸付金回収不能額の貸倒れ償却につ

いて

議題４．準会員に関する関連規程の一部改正につい

て

議題５．参与会の対応（議事要旨）について

議題６．その他

○第６５０回定例理事会資料 平成２２年１２月７日（火）

議題１．前回議事録の承認

議題２．第７回職域電機会会長会の実施について

議題３．校友会年間会議スケジュールについて

議題４．事業計画立案依頼について

議題５．その他

報告事項

報告１．県支部連絡協議会実施報告

報告２．その他

○臨時理事会資料 平成２３年２月１５日（火）

議題１．前回議事録の承認

議題２．平成２３年度事業計画の方針について

議題３．平成２３年度校友会総会・評議員会の次第・

講演会について

議題４．名誉会員の推薦について

議題５．戸田建設電機会の解散について
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議題６．その他

報告事項

報告１．職域電機会会長会の議事要旨について

報告２．電機学校同窓会の運営に関する校友会の対

応について

○第６５１回定例理事会資料 平成２３年３月１日（火）

議題１．前回議事録の承認

議題２．平成２３年度事業計画（案）について

議題３．平成２３年度予算（案）について

議題４．名誉会員推薦基準について

議題５．その他

２．評議員会・総会（議事録：「工学情報」に掲載

済）

第１２０回 評議員会 平成２２年５月２２日（土）

第６５回 総 会 平成２２年５月２２日（土）

３．各委員会（省略）

各校卒業者（住所判明者）並びに校友会員数
（平成２３年３月３１日現在）

地方別内訳
（平成２３年３月３１日現在）

電機学校 中学・高校 大学院・大学・短大 合計

住所判明者 ４，４８８ １１，５５２ ６５，９１２ ８１，９５２

会 員 数 ８４９ ２，７０８ ２７，５３３ ３１，０９０

（備考）会員数＝会費台帳による数。最終卒業をもって正会員登録。

県 名 住所判明者数 会員数 県 名 住所判明者数 会員数 県 名 住所判明者数 会員数

北 海 道
青 森 県
岩 手 県
宮 城 県
秋 田 県
山 形 県
福 島 県
茨 城 県
栃 木 県
群 馬 県
埼 玉 県
千 葉 県
東 京 都
神奈川県
新 潟 県
富 山 県
石 川 県

４４６
１８３
２３７
３９３
２１８
２２８
６０９
２，８０２
１，５９７
１，６２４
１７，６８０
９，８６２
２４，９５７
９，９６６
９０２
６８２
２７５

１４６
７４
８４
１５８
７９
８５
２７４
１，２０４
６７４
６５６
７，４０８
３，８７９
９，６２０
３，０８８
３０１
１８９
８０

福 井 県
山 梨 県
長 野 県
岐 阜 県
静 岡 県
愛 知 県
三 重 県
滋 賀 県
京 都 府
大 阪 府
兵 庫 県
奈 良 県
和歌山県
鳥 取 県
島 根 県
岡 山 県
広 島 県

１０８
７６７
１，４７０
２５２
２，１５０
８２２
２４６
８２
１１６
２８０
３０５
６３
６６
５４
５４
１５３
３４６

４０
２８７
４３１
７３
６９９
２６６
８１
２５
４３
１０５
９０
１６
１３
２３
１５
３９
１４１

山 口 県
徳 島 県
香 川 県
愛 媛 県
高 知 県
福 岡 県
佐 賀 県
長 崎 県
熊 本 県
大 分 県
宮 崎 県
鹿児島県
沖 縄 県
そ の 他

１３９
１１８
１４９
１４３
１２１
３４７
６７
１２２
１０６
１３１
１０８
１３３
１３５
１３８

５３
３１
５４
５６
５１
１４２
２０
４７
３８
５９
３２
４５
５０
２６

合 計 ８１，９５２ ３１，０９０
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平成２２年開催 総会・クラス会

開催日 内 容

１０．４．３

１０
１５

１７
〃
〃

〃
２４

〃
〃

５．８
１５
〃

〃

〃

１６

２２
２８
２９
３０

６．３
４

５

８

１０

１１

１２
〃

〃
１３
１５
〃
１８
１９
〃
〃
〃
２０
〃
２６

〃

７．３

高校 S２９ 定時制電気科電気機器課程卒クラ
ス会
電機学校同窓会総会
高校 S４０ 全日制電気科電気計測課程卒クラ
ス会
高校 S４２ 全日制普通科４組卒クラス会
高校 S４１ 全日制電子科１組卒クラス会
高校 S３２ 全日制電気科電気機器課程３組卒
クラス会
高校H１７ 全日制普通科９・１０組卒クラス会
大学 S３９ 工学部第一部電子工学科卒クラス
会
大学同窓会総会・講演会
高校 S３２ 全日制電気科電気通信課程２組卒
クラス会
商工懇話会春季総会
中学・高等学校同窓会総会
高校 S３４ 全日制電気科電力課程２組卒クラ
ス会
大学 S３１ 工学部第一部電気工学科卒クラス
会
高校 S３５ 全日制電気科電気通信課程２組卒
クラス会
高校 S２７ 定時制電気科電力課程B・C卒クラ
ス会
第６５回総会，第１２０回評議員会
京三電機会総会
埼玉県支部総会
三重県支部総会
東管神奈川電機会総会
大学 S４２ 工学部第一部機械工学科卒クラス
会
高校 S３４ 定時制電気科電気機器課程卒クラ
ス会
高校 S２７ 全日制電気科電力課程３組卒クラ
ス会
大学 S３４ 工学部第一部電気工学科卒クラス
会
高校 S３４ 全日制電気科電気機器課程卒クラ
ス会
千葉県支部総会
大学 S４０ 工学部第一部電子工学科卒クラス
会
短大縦の会総会
山梨県支部総会
東管支部総会
一工 S２３ 第一本科電気科卒クラス会
東光電気工事電機会総会
神奈川県支部総会
教職校友会総会
教職校友会東京支部総会
教職校友会埼玉支部総会
岐阜県支部総会
群馬県支部総会
大学 S４７ 工学部第一部電気工学科卒クラス
会
高校 S３５ 全日制電気科電力課程２組卒クラ
ス会
教職校友会神奈川支部総会

開催日 内 容

３

１０
〃
〃

〃

〃

２１

２９
８．７
２７

２８
９．４
１０

１１
２５

２７
１０．２

〃
７
８
〃
９
１５
１６
〃

１７
２１

２３
〃

２４

２５

２６
２７

２９
３０
〃
〃

３１

１１．１

２

大学工学部建築学科ABUの会学科別同窓会
（縦の会）
茨城県支部総会
高校H１１ 全日制情報科学科１組卒クラス会
大学 S４６ 工学部第一部精密機械工学科卒ク
ラス会
大学 S５２ 工学部第二部電気通信工学科卒ク
ラス会
大学 S４４ 工学部第二部電子工学科卒クラス
会
工専 S２５ 電気科，大学 S２７ 工学部第一部
電気工学科卒合同クラス会
山武電機会総会
青森県支部総会
中学H１７ 全日制普通科A組，B組，C組卒
合同クラス会
新潟電機会総会
福井県支部総会
高校 S２６ 全日制電気科電力課程１組卒クラ
ス会
錦央電機会総会
大学 S２７～２９ 工学部第一部電気工学科，工
学部第一部電気通信工学科卒合同クラス会
東管支部東京北電機会総会
大学 S３５ 工学部第一部電気工学科，工学部
第一部電気通信工学科卒合同クラス会
高校 S４１ 全日制電子科２組卒クラス会
工専 S２５ 電気通信科卒クラス会
北海道支部総会
商工懇話会秋季総会
福島県支部総会
二工 S２４ 第一本科電気科卒クラス会
福岡県支部総会
高校 S３５ 全日制電気科電気計測課程卒クラ
ス会
宮城県支部総会
高校 S２６ 全日制電気科電気機器課程卒クラ
ス会
愛知県支部総会
大学 S４６ 工学部第一部電気工学科卒クラス
会
大学 S３０ 工学部第一部電気工学科，工学部
第一部電気通信工学科卒合同クラス会
大学 S３２ 工学部第一部電気工学科卒クラス
会
工専 S２６ 電気科卒クラス会
大学 S４１ 工学部第一部応用理化学科卒クラ
ス会
高知県支部総会
山陰支部総会
鹿児島県支部総会
大学理工学部電子情報工学科APPLES学科別
同窓会（縦の会）
大学 S３３ 工学部第一部電気工学科，工学部
第一部電気通信工学科，工学部第二部電気工学
科卒合同クラス会
高校 S２９ 全日制電気科電気計測課程卒クラ
ス会
高校 S３９ 全日制電気科電気計測課程卒クラ
ス会
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開催日 内 容

５
〃

６
〃
〃

〃
１１
１３
〃

〃
〃
１７

１８
２０
〃
〃
〃
〃
２１
２３
２５
２６
２７

〃
１２．１

４

９

〃

〃

１０
１１
〃
１６

１１．１．１１

１５
〃
２１

２２
２９

２．１７

２３

２６
３．５
〃
１９

川北電気工業電機会総会
二工 S２２ 第一本科電気科，通信科，機械科
卒合同クラス会
沖縄県支部総会
香川県支部総会
大学 S４２ 工学部第一部電気通信工学科卒ク
ラス会
高校 S３６ 全日制普通科１組卒クラス会
高校 S３７ 全日制普通科２組卒クラス会
新潟県央電機会総会
大学 S４３ 工学部第一部応用理化学科卒クラ
ス会
高校 S４４ 全日制普通科２組卒クラス会
大学情報環境学部創設１０周年記念式典
高校 S３９ 定時制電気科電気通信課程卒クラ
ス会
民間放送校友会総会
長野県支部総会
高校 S３７ 定時制電気科電力課程卒クラス会
高校 S４１ 全日制機械科卒クラス会
高校 S５２ 全日制機械科卒クラス会
短大 S３３ 電気科第二部卒クラス会
二工 S２４ 第一本科電気科３組卒クラス会
高校 S４２ 全日制電気科２組卒クラス会
関電工電機会総会
日本電波工業電機会総会
大学 S４４ 工学部第一部電子工学科卒クラス
会
大学 S５０ 工学部第一部建築学科卒クラス会
東管支部東京西電機会総会
大学理工学部建設工学科・建設環境工学科 鳩
萃会学科別同窓会（縦の会）
大学 S４０ 工学部第一部電気通信工学科卒ク
ラス会
高校 S３１ 全日制電気科電気計測課程卒クラ
ス会
高校 S４１ 定時制電気科電力課程１組卒クラス
会
東洋熱工業電機会総会
佐賀県支部総会
高校H３ 全日制電子科１組卒クラス会
大学 S４１ 工学部第一部電気通信工学科卒ク
ラス会
大学 S３４ 工学部第一部電気通信工学科卒ク
ラス会
宮崎県支部総会
電磁電機会総会
大学 S４５ 工学部第一部電気工学科卒クラス
会
高校 S３９ 全日制普通科２組卒クラス会
短大 S３５ 電気科第二部，大学 S３８ 工学部
第二部電気工学科卒合同クラス会
大学 S４２ 工学部第一部応用理化学科卒クラ
ス会
高校H１９ 全日制普通科４組，５組卒合同クラ
ス会
愛媛県支部総会
岩手県支部総会
三菱電機会総会
山陽支部総会

開催日 内 容

２７ 大学 S３６ 工学部第二部電気工学科卒クラス
会
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